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は
じ
め
に

『
鬼
三
太
残
齢
記
』
は
、
雑
色
鬼
三
太
が
高
館
合
戦
以
後
も
長
生
し
て
義

経
主
従
に
つ
い
て
語
る
物
語
で
あ
る
。
主
人
公
の
鬼
三
太
は
「
清
悦
或
ハ
氣

散
ヲ
、
自
ツ
カ
ラ
號
ト
ス
」
と
あ
っ
て
、
清
悦
と
も
名
乗
っ
た
と
い
う
。
こ

の
部
分
か
ら
も
『
清
悦
物
語
』
と
の
関
連
が
伺
え
る
。『
清
悦
物
語
』
は
『
鬼

三
太
残
齢
記
』
に
先
行
し
て
、
近
世
期
に
東
北
地
方
を
中
心
に
し
て
広
が
っ

た
物
語
で
あ
る
。
そ
の
話
題
は
、
清
悦
の
長
寿
、
高
館
合
戦
、
仙
北
次
郎
の

物
語
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
写
本
に
よ
っ
て
は
仙
北
次
郎

が
欠
落
す
る
も
の
も
あ
り
、
異
本
の
多
い
物
語
と
い
え
る
。

柳
田
國
男
は
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
を
、
こ
の
『
清
悦
物
語
』
の
一
異
本

と
位
置
付
け
て
い
る）

1
（

。
し
か
し
、『
鬼
三
太
残
齢
記
』
は
、
義
経
北
国
落
ち

の
独
自
の
ル
ー
ト
設
定
や
、
高
館
合
戦
に
お
け
る
義
経
の
死
に
は
直
接
触

れ
な
い
な
ど
、『
清
悦
物
語
』
と
大
き
く
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
果
た
し
て

『
清
悦
物
語
』
と
同
系
統
の
物
語
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
『
鬼
三
太
残

『
鬼
三
太
残
齢
記
』
と
会
津
街
道

―『
清
悦
物
語
』
と
比
較
し
て
―

三 

田　

加 

奈

齢
記
』
と
『
清
悦
物
語
』
と
の
内
容
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
差
異
を
明

確
に
し
な
が
ら
、
そ
の
う
ち
「
北
国
落
」
の
道
行
に
注
目
す
る
。
道
行
の

ル
ー
ト
の
一
つ
「
会
津
街
道
」（
越
後
街
道
）
を
取
り
上
げ
、
背
景
と
な
る

在
地
の
歴
史
的
事
情
や
物
語
の
意
図
に
つ
い
て
考
察
し
、『
鬼
三
太
残
齢

記
』
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一　
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
の
先
行
研
究
と
諸
本　

『
鬼
三
太
残
齢
記
』
そ
の
も
の
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
な

い
が
、
そ
れ
に
準
じ
た
柳
田
國
男
の
「
東
北
文
学
の
研
究
」
に
含
ま
れ
る

「
清
悦
物
語
ま
で
」（『
雪
国
の
春
』
所
収
）
2
（

）
の
中
で
、「
鬼
三
太
残
齢
記
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

談
話
の
骨
子
と
い
う
べ
き
部
分
が
、
ほ
か
の
『
清
悦
物
語
』
と
は
異

な
つ
て
い
る
。
最
も
顕
著
な
る
例
を
列
挙
す
れ
ば
、
第
一
に
は
『
鬼

三
太
記
』
の
方
で
は
、
義
経
が
死
ん
で
い
な
い
。
他
の
一
方
で
は
首
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に
な
つ
て
鎌
倉
に
送
ら
れ
、
含
み
状
に
よ
つ
て
、
頼
朝
の
誤
解
は
釈

け
、
讒
言
を
し
た
梶
原
が
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
に
反
し
て
、
こ

れ
で
は
中
尊
寺
の
三
位
房
法
印
と
か
に
諫
め
ら
れ
、
弁
慶
ば
か
り
を

見
殺
し
に
し
て
山
越
し
に
落
ち
た
と
書
い
て
あ
る
。
…
…

要
す
る
に
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
か
り
に
も
史
書
の
闕
を
補
う
と

い
う
が
ご
と
き
態
度
で
は
な
か
つ
た
の
で
、
も
し
こ
ん
な
話
が
後
代

に
及
ん
で
珍
重
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
う
『
義
経
記
』

も
耳
に
蛸
で
、
何
か
新
し
く
か
つ
笑
う
よ
う
な
も
の
を
求
め
て
い
た

人
心
に
投
じ
た
も
の
、
い
わ
ば
三
馬
の
『
忠
臣
蔵
偏
痴
奇
論
』
な
ど

と
同
じ
く
、
い
わ
ゆ
る
オ
カ
シ
文
学
の
不
完
全
な
る
発
育
に
過
ぎ
な

か
つ
た
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。

柳
田
は
、『
鬼
三
太
残
齢
記
』
を
『
清
悦
物
語
』
の
一
異
本
と
と
ら
え
、

話
の
骨
子
と
呼
ぶ
べ
き
大
事
な
部
分
に
異
同
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

そ
の
異
同
は
、
読
者
が
新
し
さ
や
笑
い
を
求
め
た
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
が

「
オ
カ
シ
文
学
の
不
完
全
な
る
発
育
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
手
厳
し
く
、
作

品
に
対
す
る
評
価
は
低
い
。

柳
田
國
男
が
東
北
大
学
の
職
員
に
転
写
さ
せ
た
写
本
を
、
成
城
大
学
民

俗
学
研
究
所
が
『
諸
国
叢
書
』（
第
一
一
輯
、
一
九
九
四
年
）
に
載
せ
て
い

る
。
そ
の
解
説
「
解
題
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
と
柳
田
國
男
」
を
田
中
宣
一

が
書
い
て
い
る
。
田
中
も
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
を
「
オ
カ
シ
文
学
」
と
見

な
し
て
は
い
る
が
、
柳
田
ほ
ど
作
品
を
過
小
評
価
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

こ
の
作
品
に
よ
っ
て
柳
田
の
「
東
北
文
学
の
研
究
」
の
成
果
が
確
立
さ
れ

た
と
、
別
の
視
点
か
ら
そ
の
価
値
を
認
め
て
い
る
。

奇
怪
な
る
翁
の
語
る
衣
川
合
戦
の
真
相
な
る
も
の
こ
そ
、『
鬼
三
太
残

齢
記
』
を
『
義
経
記
』
巻
八
の
異
伝
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
鬼
三
太
残
齢
記
』
は
牛
若
丸
時
代
か
ら
の
藤
原
秀
衡
と
の
関
係
を
は

じ
め
、
平
家
の
追
討
や
頼
朝
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
義
経
の

ひ
と
と
お
り
の
来
し
方
も
語
る
の
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
義
経
は
、

戦
場
で
強
か
っ
た
と
述
べ
る
と
は
い
え
、『
義
経
記
』
で
語
ら
れ
る
よ

う
な
美
化
さ
れ
た
人
物
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
人
情
の
薄
い

人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
武
蔵
坊
弁
慶
も
腕
力
は
強
い
が
驕
暴
で
智
力
乏

し
く
、
秀
衡
の
家
来
な
ど
か
ら
は
嫌
わ
れ
つ
づ
け
る
人
物
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
奥
州
の
一
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
語
り

が
喝
采
を
博
す
精
神
風
土
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）

そ
し
て
こ
の
書
は
、『
雪
国
の
春
』
の
中
の
『
義
経
記
』
に
関
す
る
不
朽
の

論
考
「
東
北
文
学
の
研
究
」
誕
生
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
後

の
日
本
文
学
や
民
俗
学
な
ど
の
日
本
文
化
研
究
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
な
の
で
あ
る
。
不
完
全
な
る
発
育
を
し
た
ヲ
カ
シ
文
学
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、『
義
経
記
』
を
め
ぐ
る
当
時
の
奥
州
の
語
り
物
の
世
界

を
垣
間
見
る
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
資
料
と
し
て
、
貴
重
な
の
で
あ
る）

3
（

田
中
は
、
柳
田
の
論
が
そ
の
後
の
日
本
文
化
の
研
究
に
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
た
上
で
、
な
お
「
当
時
の
奥
州
の
一
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な

語
り
が
喝
采
を
博
す
精
神
風
土
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
、『
鬼
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三
太
残
齢
記
』
が
、
当
時
の
地
域
社
会
の
精
神
性
を
反
映
し
た
も
の
と
す

る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、『
鬼
三
太
残
齢
記
』
の
本
文
の
情
報
量
は
『
清
悦
物
語
』
の

三
倍
近
く
あ
る
。
そ
の
う
え
物
語
の
大
意
で
は
義
経
は
平
泉
の
高
館
で
自

害
せ
ず
、
ま
た
、
雑
色
の
鬼
三
太
は
自
ら
清
悦
と
名
乗
る
な
ど
、
清
悦
上

人
と
同
一
人
物
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
人
物
像
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
清
悦
物
語
』
の
別
本
な
い
し
異
本
と
位
置
づ
け
て

よ
い
の
か
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
両
者
の
差
異
に
注
目

し
比
較
の
視
点
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

先
行
研
究
に
加
え
、『
鬼
三
太
残
齢
記
』
の
諸
本
お
よ
び
書
承
状
況
に
つ

い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
す
で
に
須
田
学
が
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館

に
所
蔵
す
る
一
冊
（
安
永
十
年
の
写
本
を
享
和
元
年
に
書
写
）
を
翻
刻
）
4
（

し

て
い
る
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
本
を
底
本
に
し
て
、
盛
岡
市
中
央
公
民

館
所
蔵
本
の
一
冊
と
対
校
し
て
い
る
。
両
書
の
細
か
い
異
同
は
あ
る
が
、

転
写
の
際
に
よ
る
異
同
と
い
え
る
。

須
田
は
こ
の
翻
刻
を
大
東
文
化
大
学
大
学
院
の
『
日
本
文
学
論
集
』
二
八

号
に
掲
載
す
る
が
、
そ
の
後
、
森
本
浩
雅
が
同
論
集
三
七
号
に
「
架
蔵
本
」

と
し
て
翻
刻
し
て
い
る
。
こ
の
写
本
の
転
写
過
程
は
不
明
だ
が
、
須
田
が

『
鬼
三
太
残
齢
記
』
を
翻
刻
す
る
た
め
に
持
ち
込
ん
だ
資
料
か
も
し
れ
な
い
。

森
本
と
須
田
の
翻
刻
を
対
照
す
る
と
、
本
文
に
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
底
本
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
田
中

が
掲
載
し
た
成
城
大
学
の
『
諸
国
叢
書
』
本
も
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

本
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
の
写
本
は
東
京
都
立
中
央
図
書

館
と
尊
経
閣
文
庫
に
あ
る
と
す
る
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
現
存
す
る
写
本
の
多
く
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
本
に
基
づ

い
て
い
る
。
ま
た
、『
清
悦
物
語
』
と
同
様
に
版
本
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、

愛
好
者
に
よ
る
書
写
の
形
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二　
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
と
『
清
悦
物
語
』
の
内
容
比
較

『
鬼
三
太
残
齢
記
』（
以
下
、『
残
齢
記
』
と
い
う
）
と
『
清
悦
物
語
』（
以
下
、

『
清
悦
』
と
い
う
）
と
の
比
較
に
あ
た
っ
て
、巻
末
の
資
料
「『
鬼
三
太
残
齢
記
』

と
『
清
悦
物
語
』
の
対
照
表
」
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
加
え
て
お
く
。
表

は
、『
残
齢
記
』
の
展
開
に
沿
っ
て
、
一
〜
一
〇
の
項
目
を
た
て
、
そ
の
内
容

を
簡
略
に
記
し
た
も
の
と
、『
清
悦
』
の
内
容
と
を
対
照
し
た
。
ま
た
、
両
書

と
関
わ
り
の
あ
る
作
品
や
伝
説
等
の
事
項
に
つ
い
て
備
考
に
適
宜
示
し
た
。
な

お
、
内
容
の
比
較
の
た
め
に
巻
末
の
表
を
㈠
〜
㈣
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
簡
略

に
し
た
表
を
用
い
て
、
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

㈠　

主
人
公
、
聞
き
手
、
携
行
品
、
長
寿
の
理
由

　
　

作
品
名

内
容

『
鬼
三
太
残
齢
記
』
『
清
悦
物
語
』

備
考

1
主
人
公

鬼
三
太
（
＝
清
悦
）　

鷹
眼
虎
質
ノ
老
翁　

無
名
翁

清
悦

「
白
石
翁
傳
」（『
東
藩
野
乗
』）

と
風
貌
が
類
似

2
聞
き
手

小
野
太
右
衛
門

小
野
太
左
衛
門

3
携
行
品

朱
塗
ノ
函

赤
漆
の
函

伝
説　
源
義
経
の
筆
跡
と
自
著

4
長
寿
の
理
由
感
人
魚

ニ
ン
カ
ン

八
百
比
丘
尼
伝
説
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ま
ず
、
1
の
「
主
人
公
」
に
つ
い
て
、『
残
齢
記
』
で
は
「
雑
色
鬼
三
太

清
悦
」
と
表
記
さ
れ
る
。
そ
の
鬼
三
太
の
「
鬼
」
は
、『
義
経
記
』
等
で
は

「
喜
」
の
字
を
あ
て
る
が
、『
鬼
三
太
』
で
は
鬼
一
法
眼
か
ら
兵
法
を
伝
授

さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、「
鬼
」
の
字
を
あ
て
る
と
説
明
す
る
。「
鬼
三
太
」

を
清
悦
と
称
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
は
じ
め
に
」
で
記
し
た
通
り
で
、

自
ら
名
乗
っ
た
と
す
る
。
一
方
、『
清
悦
』
で
は
、
主
人
公
は
一
貫
し
て
清

悦
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
、『
残
齢
記
』
の
鬼
三
太
の
性
向
に
つ
い
て
は
、

『
東
藩
野
乗
』（『
仙
台
叢
書
』
所
収
）
の
「
白
石
翁
」
と
類
似
す
る
。

2
の
「
聞
き
手
」
は
、
仙
台
藩
の
田
村
家
の
家
臣
の
小
野
太
右
衛
門
で

あ
る
が
、『
清
悦
』
で
は
名
前
が
小
野
太
左
衛
門
と
あ
っ
て
、
右
・
左
の
違

い
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

3
の
「
携
行
品
」
に
つ
い
て
は
、
両
者
と
も
同
じ
よ
う
な
函
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。『
残
齢
記
』

で
は
函
の
中
に
「
鬼
一
法
眼
の
軍
法
」「
伊
豫
守
義
経
出
芳
野
山
記
」「
鞍

馬
別
当
東
光
坊
の
阿
闍
梨
の
状
」「
護
身
法
の
次
第
」「
観
音
ノ
像
」
と
多

様
な
も
の
が
入
っ
て
お
り
、
ま
た
「
観
音
ノ
像
」
に
は
「
是
ハ
雑
色
鬼
三

太
某
ニ
授
ク
ル
ト
書
タ
リ
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
清
悦
』
で
は
「
義
経

御
直
筆
」
と
の
み
あ
る
。『
残
齢
記
』
が
、
兵
法
書
や
書
状
な
ど
種
々
と
り

あ
げ
る
意
図
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
鬼
三
太
の
権
威
づ
け

に
用
意
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

4
の
「
長
寿
の
理
由
」
は
、
衣
川
で
会
っ
た
山
伏
の
饗
応
を
受
け
て
食

べ
た
も
の
に
よ
る
が
、『
清
悦
』
で
は
「
仁
羹
」（
ニ
ン
カ
ン
）
と
表
記
す

る
が
、『
残
齢
記
』
で
は
読
み
を
倒
置
さ
せ
た
形
の
「
感
人
魚
」
と
記
す
。

な
お
、
こ
の
食
物
に
よ
る
長
寿
は
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

㈡　

屋
島
の
戦
い
か
ら
北
国
落
ち
へ
の
展
開

5
の
「
屋
島
の
戦
い
」
は
、『
平
家
物
語
』
の
「
逆
艪
」
か
ら
「
嗣
信
最

期
」
ま
で
の
踏
襲
と
思
わ
れ
る
。『
残
齢
記
』
は
『
平
家
物
語
』
の
「
逆
艪
」

の
梶
原
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
の
後
の
梶
原
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

一
方
、『
清
悦
』
で
は
最
後
の
「
仙
北
次
郎
」
の
物
語
で
梶
原
が
突
然
登
場

し
、
し
か
も
梶
原
の
義
経
へ
の
讒
言
を
初
め
て
知
っ
た
頼
朝
は
驚
き
、
す

ぐ
さ
ま
に
梶
原
を
死
刑
に
処
す
。
こ
の
梶
原
に
つ
い
て
の
両
書
の
記
述
を

見
る
限
り
、
い
ず
れ
も
首
尾
一
貫
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
中
途
半
端
な

扱
い
で
、
殊
に
『
清
悦
』
で
は
史
実
や
通
説
と
か
け
離
れ
た
荒
唐
無
稽
な

最
期
に
な
っ
て
い
る
。

6
の
「
奥
州
下
り
」
は
『
清
悦
』
に
は
な
く
、『
残
齢
記
』
は
『
義
経
記
』

や
舞
曲
な
ど
に
拠
っ
て
組
み
立
て
た
と
思
わ
れ
る
。
藤
原
秀
衡
が
金
売
吉
次

よ
り
義
経
の
鞍
馬
出
を
聞
い
て
保
護
し
よ
う
と
す
る
し
、
義
経
も
僧
正
が
谷

で
異
人
よ
り
剣
術
を
学
ん
で
い
る
。
一
方
、
鬼
三
太
が
鬼
一
法
眼
か
ら
兵
法

を
伝
授
し
た
と
い
う
話
は
『
義
経
記
』
に
は
な
く
、
鬼
二
郎
幸
種
と
鬼
三
太

清
悦
と
が
、
堀
河
御
所
で
義
経
に
仕
え
た
頃
に
受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

5
屋
島
の
戦
い
梶
原
景
時
と
源
義
経
の
逆
艪
の

争
い

な
し
『
平
家
物
語
』
巻
十
一

「
逆
艪
」〜
「
嗣
信
最
期
」

6
奥
州
下
り

金
売
吉
次
と
鞍
馬
出　

頼
朝
の

挙
兵
と
出
陣　

な
し

7
北
国
落

義
経
主
従
、
二
手
に
分
か
れ
て

行
動

な
し
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ま
た
、『
義
経
記
』
で
「
喜
三
太
」
が
活
躍
す
る
「
堀
河
夜
討
」
の
戦
い
は
、

『
残
齢
記
』
に
は
み
ら
れ
な
い
。『
義
経
記
』
で
単
な
る
雑
色
に
す
ぎ
な
か
っ

た
「
喜
三
太
」
が
、『
残
齢
記
』
で
は
、
鬼
一
法
眼
の
兵
法
書
を
携
行
す
る

な
ど
、
格
上
げ
さ
れ
た
武
将
に
人
物
造
型
さ
れ
て
い
る
点
は
、
こ
の
物
語
の

主
人
公
と
し
て
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

7
の
「
北
国
落
」
の
ル
ー
ト
は
、『
義
経
記
』
や
舞
曲
に
そ
っ
た
道
す
じ

を
辿
る
が
、
具
体
的
な
事
件
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
触
れ
な
い
。
た
だ
し
、

『
義
経
記
』
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
一
行
が
二
手
に
分
か
れ
て
行
動
し
平

泉
に
到
着
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
な
る

「
会
津
街
道
」
と
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
次
の
三
章
で
詳
し
く
述
べ
て
い
き

た
い
。
な
お
、「
北
国
落
」
も
『
清
悦
』
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
。

㈢　

義
経
の
高
館
合
戦

義
経
の
「
高
館
合
戦
」
は
、
多
く
の
文
芸
等
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、『
残
齢
記
』
で
も
そ
の
内
容
が
詳
し
く
、
こ
こ
で
は
①

「
平
泉
周
辺
地
域
の
人
物
の
事
」、
②
「
鈴
木
三
郎
重
家
の
事
」、
③
「
佐
藤

兄
弟
の
実
家
の
事
」、
④
「
大
蛇
出
現
と
祟
り
の
事
」、
⑤
「
義
経
平
泉
脱

出
の
事
」
に
分
け
て
整
理
し
解
説
し
て
い
く
。

①
「
平
泉
周
辺
地
域
の
人
物
の
事
」
で
は
、
花
真
木
幸
丸
以
下
数
名
の

登
場
人
物
は
、『
義
経
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
人
た
ち
で
、
多
く
は
秀
衡
の

三
男
忠
衡
に
か
か
わ
る
地
元
の
人
物
群
で
あ
る
。
敵
味
方
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
心
情
的
に
は
忠
衡
へ
の
「
主
君
の
情
」
に
彩
ら
れ
て
い
る
。『
義
経

記
』
の
高
館
合
戦
と
は
異
な
る
新
た
な
合
戦
物
語
の
創
出
を
意
図
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、『
清
悦
』
で
も
こ
の
人
物
像
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
人
物
の
登
場
意
図
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

②
「
鈴
木
三
郎
重
家
の
事
」
の
鈴
木
三
郎
は
、
戦
場
と
な
る
高
館
を
直

接
訪
れ
る
『
義
経
記
』
や
舞
曲
な
ど
と
は
違
い
、
ま
ず
は
熊
野
修
験
と
関

わ
り
の
深
い
大
蔵
坊
乗
俊
を
訪
ね
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ

を
長
々
と
語
り
終
え
た
後
で
、
弟
の
亀
井
六
郎
と
大
蔵
坊
の
も
と
で
対
面

す
る
。
鈴
木
三
郎
と
既
知
の
間
柄
で
あ
る
大
蔵
坊
乗
俊
は
、『
残
齢
記
』『
清

悦
』
の
ど
ち
ら
に
も
登
場
す
る
が
、
そ
の
人
物
の
詳
細
は
説
明
さ
れ
な
い
。

在
地
独
自
の
人
物
創
造
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

③
「
佐
藤
兄
弟
の
実
家
の
事
」
は
、
次
の
三
章
の
と
こ
ろ
で
詳
し
く
触

れ
る
こ
と
に
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

④
「
大
蛇
出
現
と
祟
り
の
事
」
は
、
高
館
合
戦
の
最
中
に
津
波
、
洪
水

が
押
し
寄
せ
、
そ
の
波
上
に
大
蛇
が
出
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
残
齢

記
』『
清
悦
』
の
独
自
な
展
開
で
あ
る
。
拙
稿
「『
清
悦
物
語
』
に
お
け
る

高
館
合
戦
の
津
波
表
現
）
5
（

」
で
も
触
れ
た
が
、『
清
悦
』
の
大
蛇
出
現
場
面
で

は
、
い
ず
れ
の
諸
本
に
も
二
度
「
つ
な
み
」
が
時
間
差
で
押
し
寄
せ
て
く

8
高
館
合
戦

① 

平
泉
周
辺
地
域
の
人
物

の
事

な
し

幸
若
舞
『
和
泉
か
城
』

②
鈴
木
三
郎
重
家
の
事

鈴
木
三
郎
重

家

幸
若
舞
『
よ
し
つ
ね
高

館
』（『
高
館
』）

③ 

佐
藤
兄
弟
の
実
家
の
事
佐
藤
家
へ
の

訪
問

奥
浄
瑠
璃
『
尼
公
物
語
』

④ 

大
蛇
の
出
現
と
祟
り
の

事

大
蛇
の
出
現

⑤
義
経
平
泉
脱
出
の
事

義
経
の
自
害
幸
若
舞
『
高
館
』『
含
状
』

ほ
か
文
献
多
数
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る
。
し
か
も
、
第
二
波
が
大
き
い
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
そ
の
波
に
「
背

筋
廿
十
丈
計
の
大
蛇
」
が
乗
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
、『
清
悦
』
の
「
つ

な
み
」
表
現
は
、
津
波
災
害
の
実
際
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
仙
台

藩
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
慶
長
年
間
の
津
波
の
影
響
に
基
づ
い
て
い
る
と
、

拙
稿
で
は
分
析
、
考
察
し
た
。

一
方
、『
残
齢
記
』
で
は
、『
清
悦
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
つ
な
み
」

で
は
な
く
、「
魁
浪
」
と
表
記
さ
れ
る
。
二
度
押
し
寄
せ
る
と
い
う
表
現
も

な
く
、『
清
悦
』
が
立
脚
し
た
現
実
が
薄
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
清
悦
』

同
様
に
大
蛇
が
波
に
乗
っ
て
流
れ
込
ん
で
く
る
場
面
を
用
い
て
、
津
波
の

原
因
に
も
言
及
し
、
三
つ
の
行
な
い
に
よ
る
災
い
の
祟
り
と
述
べ
る
。
一

つ
目
は
、
秀
衡
が
亡
く
な
り
、
百
日
も
た
た
ぬ
う
ち
に
合
戦
を
起
こ
し
、

当
月
の
始
め
利
府
に
て
神
職
の
者
を
殺
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
二
つ

目
は
、
大
蔵
坊
乗
俊
大
峯
入
り
の
と
き
、
照
井
と
境
目
を
争
い
奪
っ
た
か

ら
と
い
う
。
三
つ
目
は
、
松
嶋
円
福
寺
の
悪
僧
追
放
の
際
、
紫
明
神
御
神

領
ま
で
没
収
し
た
か
ら
と
い
う
。
こ
の
祟
り
の
理
由
を
持
ち
出
す
こ
と
の

意
図
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
和
泉
三
郎
忠
衡
と
敵
対
す

る
勢
力
が
横
暴
を
働
い
た
こ
と
へ
の
不
満
が
背
景
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑤
「
義
経
平
泉
脱
出
の
事
」
は
、
④
の
大
蛇
出
現
の
事
件
の
後
、『
残
齢

記
』
は
平
泉
の
大
蔵
坊
が
義
経
に
「
蝦
夷
が
千
嶋
」
に
落
ち
延
び
る
よ
う

に
進
言
す
る
。
こ
の
部
分
は
『
清
悦
』
と
は
異
な
り
、
義
経
の
蝦
夷
渡
航

を
匂
わ
せ
る
『
残
齢
記
』
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿

を
用
意
す
る
予
定
で
あ
る
。

㈣　

後
日
談　

常
陸
坊
（
海
尊
）・
鬼
三
太
・
清
悦

9
の
「
後
日
談
」
は
、
高
館
合
戦
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。『
清
悦
』
で
は

清
悦
と
常
陸
坊
は
生
き
残
り
、
両
者
と
も
寛
永
七
年
に
死
去
す
る
が
、
常

陸
坊
に
つ
い
て
は
仙
北
の
地
で
亡
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
る
。『
残
齢
記
』
で

は
常
陸
坊
の
死
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
鬼
三
太
は
「
高
舘
ノ
古
説
ト
モ
昨

日
今
日
ノ
如
ク
語
リ
終
テ
壁
ニ
モ
タ
レ
テ
眠
ル
」。
そ
の
後
に
茶
を
進
め
る

が
、「
餘
事
ヲ
問
ヘ
𪜈
其
夜
ハ
不
答
」
と
物
語
は
閉
じ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
残
齢
記
』
で
は
常
陸
坊
に
つ
い
て
独
自
の
情
報
を
記
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
常
陸
坊
は
鬼
三
太
と
別
れ
て
後
、
建
仁
寺
の
栄

西
に
学
ん
で
禅
僧
と
な
り
、
そ
の
後
奥
州
に
下
り
、
会
津
の
実
相
寺
の
住

寺
と
な
り
、
ま
た
、
白
河
の
妙
雲
寺
に
移
り
、
那
須
に
も
数
年
滞
在
し
た

な
ど
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
の
仙
人
の
常
陸
坊
と
は
異
な
り
、
普
通
の
寺
僧

と
し
て
の
行
動
と
い
え
る
。
た
だ
、
そ
の
常
陸
坊
と
鬼
三
太
と
の
高
館
以

後
の
交
流
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
か
つ
て
の
仲
間
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
た
の
か
、
文
意
に
不
分
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

最
後
の
10
の
「
仙
北
次
郎
」
は
、『
残
齢
記
』
に
は
な
く
、『
清
悦
』
の

み
に
伝
わ
る
物
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、既
に
拙
論
「『
清
悦
物
語
』

に
み
る
語
り
手
の
背
景
―
「
仙
北
次
郎
物
語
」
に
お
け
る
秋
田
城
之
助
の

問
題
）
6
（

」
で
詳
し
く
取
り
上
げ
、
仙
北
地
域
で
常
陸
坊
が
死
ん
だ
こ
と
や
秋

9
後
日
談

鬼
三
太
、
常
陸

坊
の
事

清
悦
、
常
陸
坊
の

事

10
仙
北
次
郎

な
し

秋
田
城
ノ
助
の
事
『
吾
妻
鏡
』
羽
賀
寺
文
書
等
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田
城
之
助
と
は
誰
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
戦
国
末
期
に
仙

台
藩
・
秋
田
藩
・
南
部
藩
の
争
い
と
い
っ
た
時
代
背
景
や
地
域
事
情
が
、

物
語
構
成
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

『
清
悦
』
は
奥
州
に
お
け
る
事
件
や
義
経
に
か
か
わ
る
既
存
の
物
語
や
舞

曲
等
を
下
敷
き
に
、
潤
色
を
加
え
て
作
品
を
構
成
し
、
読
者
の
興
味
を
引

く
よ
う
な
物
語
に
仕
立
て
て
い
る
。『
残
齢
記
』
は
そ
の
『
清
悦
』
の
要
素

を
取
り
込
ん
で
い
る
も
の
の
、『
清
悦
』
の
語
り
手
の
意
図
を
超
え
て
、
義

経
に
か
か
わ
る
多
く
の
話
柄
や
創
作
を
交
え
て
作
品
化
し
て
い
る
。
そ
の

点
で
は
、『
鬼
三
太
』
は
柳
田
國
男
の
い
う
「
オ
カ
シ
文
学
」
の
不
完
全
な

か
た
ち
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、『
残
齢
記
』
は
『
清
悦
』
の

も
つ
事
件
へ
の
関
心
事
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
創
意
工
夫
を
加
え
て
い
る

が
、
こ
れ
も
別
稿
に
譲
り
た
い
。

次
章
で
は
7
の
義
経
の
「
北
国
落
」
を
話
題
に
し
な
が
ら
、『
残
齢
記
』

が
こ
れ
ま
で
の
通
説
等
に
見
ら
れ
な
い
北
国
落
ち
の
ル
ー
ト
を
利
用
す
る

背
景
に
つ
い
て
、
当
時
の
地
域
事
情
や
物
語
の
意
図
に
触
れ
な
が
ら
考
察

を
加
え
て
い
き
た
い
。

三　
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
の
「
北
国
落
」
の
道
行
の
検
討

『
残
齢
記
』
の
「
北
国
落
」
の
ル
ー
ト
は
、『
義
経
記
』
等
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
義
経
一
行
は
、
義
経
の
母
常
盤
と
縁
の
深
い
村
長
時
春
に
挨

拶
し
た
後
、
奥
州
の
平
泉
に
向
か
う
が
、
そ
の
際
、
二
手
に
分
か
れ
て
行
動

す
る
。『
残
齢
記
』
は
、「
今
世
ニ
傳
ル
物
語
ト
ハ
イ
サ
ヽ
カ
相
違
有
リ
、
義

経
主
従
三
十
五
人
二
手
ニ
分
ル
」
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
行
動
を
と
る
が
、

こ
れ
は
稀
有
な
こ
と）

7
（

と
い
え
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
と
、
道
行
を
共

に
す
る
人
物
を
、
表
1
「
義
経
組
と

弁
慶
組
の
同
行
者
と
道
行
ル
ー
ト
」

に
示
し
説
明
し
て
い
き
た
い
。
義
経

を
頭
と
す
る
義
経
組
と
、
弁
慶
を
先

達
に
す
る
弁
慶
組
と
に
分
か
れ
る
。

弁
慶
組
は
、
安
宅
の
関
や
笈
探
し
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
文
芸
で
見
ら
れ
る

行
程
に
沿
っ
て
い
る
。
同
行
者
は
、

義
経
の
奥
方
の
ほ
か
、
片
岡
、
鷲
尾
、

義
経
の
身
替
り
と
な
る
杉
目
行
信
と

亀
井
六
郎
他
で
あ
る
。

一
方
、
義
経
組
の
同
行
者
は
、

熊
井
太
郎
、
備
前
平
四
郎
、
伊
勢

三
郎
、
兼
房
、
鬼
三
太
他
で
、
こ

れ
ま
で
に
例
を
見
な
い
コ
ー
ス
を

辿
っ
て
い
く
。
両
者
の
行
程
を
地

図
1
「
義
経
組
と
弁
慶
組
の
ル
ー

ト
」
に
落
と
し
た
の
で
、
適
宜
参

照
さ
れ
た
い
。

表 1　「義経組と弁慶組の同行者と道行ルート」
家臣団 道行（ルート） 備考

義
経
組

義経、熊井太郎、備
前平四郎、伊勢三郎、
兼房、鬼三太、雑色
五人、満善阿闍梨
（先達）

1朽木越→ 2越前気比大明神（一祢宜金清の
もとに五日逗留）→船→ 3越後出雲崎→満善
阿闍梨（先達にして）→ 4津川→ 5柳津→ 5
會津→ 6信太郡杉目舘→（7松嶋大澤（常陸
坊海尊の寺））→ 8平泉へ

・金清は師僧東光坊の古里熊井太郎
の従弟
・乙寺満善阿闍梨（多田源氏の一属）
・佐藤元治の館には立ち寄らない

弁
慶
組

弁慶（先達）、御臺
品子、片岡、鷲尾、
杉目行信、亀井六郎

①海津→②荒乳山（愛発山）→③加州富橿の
関→④如意渡→⑤村上→⑥最上→⑦平泉大先
達大蔵坊（大蔵法印）のもとへ

 （＝文芸作品にみられる道行）

謡曲『安宅』『摂待』幸若越前系正本
『富樫』「『笈探』／『義経記』巻七
『判官北国落の事』「如意の渡にて義
経を弁慶打ち奉る事」
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弁
慶
組
は
舟
を
海
津
で
降
り
、
そ
こ
か
ら
愛
発
山
を
通
り
、
富
樫
の
関

を
経
て
、
如
意
の
渡
に
差
し
掛
か
る
。
こ
こ
で
船
頭
に
怪
し
ま
れ
、
弁
慶

が
杉
目
行
信
と
御
臺
品
子
を
濱
に
投
倒
し
、
扇
を
も
っ
て
背
中
を
激
し
く

叩
く
。
こ
の
場
面
は
『
義
経
記
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
義
経
に
代
わ
っ
て

義
経
と
よ
く
似
た
杉
目
と
品
子
が
標
的
に
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
村
上
、
最

上
を
経
由
し
て
、
奥
州
平
泉
の
大
先
達
大
蔵
坊
の
も
と
へ
と
辿
り
着
く
と

い
っ
た
コ
ー
ス
で
あ
る
。

一
方
の
義
経
組
は
、
義
経
を
頭
に
熊
井
太
郎
、
備
前
平
四
郎
、
伊
勢
三

郎
、
兼
房
、
鬼
三
太
と
雑
色
五
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
一
行
は
、

湖
西
の
山
中
の
朽
木
街
道
を
北
上
し
て
、
越
前
の
気
比
大
明
神

の
一
祢
宜
金
清
の
も
と
を
訪
ね
、
こ
こ
に
五
日
ほ
ど
逗
留
す
る
。

こ
の
金
清
は
、
義
経
の
師
僧
東
光
坊
の
故
郷
の
出
身
で
「
熊
井

太
郎
カ
従
弟
也
」
と
述
べ
る
。
東
光
坊
は
、『
義
経
記
』
で
も
な

じ
み
の
深
い
人
物
で
、
鞍
馬
山
の
東
光
坊
阿
闍
梨
の
こ
と
で
あ

る
。
鬼
三
太
の
持
ち
物
に
、「
鞍
馬
別
当
東
光
坊
の
阿
闍
梨
の
状
」

が
あ
る
こ
と
は
前
に
触
れ
た
。
金
清
、
東
光
坊
、
熊
井
太
郎
、

鬼
三
太
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
深
い
人
物
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

な
お
、
熊
井
太
郎
と
鬼
三
太
は
、
古
浄
瑠
璃
『
く
ま
ゐ
太
郎
』

で
は
兄
弟
と
し
て
登
場
す
る）

8
（

が
、
こ
こ
で
は
指
摘
に
と
ど
め
る
。

ま
た
人
物
関
係
で
い
え
ば
、
備
前
平
四
郎
と
兼
房
が
『
源
平
盛

衰
記
』
で
は
、
親
子
）
9
（

で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
命
を
共
に
す
る
一

行
が
、
心
的
繋
が
り
に
加
え
、
血
の
繋
が
り
を
強
調
し
よ
う
と

す
る
意
図
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
物
語
享
受
の
深
ま
り
が
こ
う

し
た
人
物
関
係
を
求
め
る
の
か
、
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
今

後
の
課
題
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
道
行
の
話
題
に
戻
す
と
、
金
清
の
も
と
か
ら
、
義

経
組
は
船
で
越
後
の
出
雲
崎
に
移
動
す
る
。
こ
こ
で
、
乙
寺
の
満

義経組　1～8
弁慶組　①～⑦

出羽三山

8
⑦

7
⑥⑤

4,5,6
3

③④

1 2

①

中津 石山寺

☆

②

◁

地図1　義経組と弁慶組のルート
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善
阿
闍
梨
が
加
わ
り
、
一
行
の
先
達
と
な
っ
て
案
内
す
る
。
満
善
阿
闍
梨
は
、

源
満
仲
や
頼
光
を
祖
と
す
る
「
多
田
源
氏
の
一
属
」
と
『
残
齢
記
』
で
は
強

調
す
る
が
、
実
在
す
る
人
物
な
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
乙
寺
と

は
如
意
山
乙
寶
寺
）
10
（

の
通
称
で
、
新
潟
県
胎
内
市
乙
に
あ
る
智
山
派
の
真
言
宗

寺
院
で
あ
る
。『
残
齢
記
』
が
こ
の
寺
の
僧
を
先
達
に
し
て
先
へ
と
進
む
背

景
に
は
、
当
時
の
修
験
と
の
関
わ
り
を
予
想
さ
せ
る）

11
（

が
、
詳
し
く
は
わ
か
ら

な
い
。

満
善
阿
闍
梨
を
案
内
役
に
し
て
辿
る
コ
ー
ス
は
、「
津
川
柳
津
会
津
ヲ
過

テ
信マ
マ太

郡
杉
目
ノ
舘
ニ
入
セ
玉
フ
」
と
あ
る
。
福
島
ま
で
の
道
行
に
津
川
、

柳
津
、
会
津
）
12
（

と
い
っ
た
越
後
の
奥
深
い
山
を
越
え
て
会
津
か
ら
福
島
の
杉
目

行
信
の
館
に
入
る
。
こ
の
経
路
は
、
い
わ
ゆ
る
新
潟
県
の
新
発
田
市
と
福
島

県
の
会
津
若
松
市
と
を
結
ぶ
会
津
街
道
（
越
後
街
道
）
で
あ
る
。
こ
の
会
津

街
道
は
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
の
大
地
震
以
前
は
、
耶
麻
郡
西
会
津

町
の
野
沢
か
ら
勝
負
沢
を
越
え
て
い
く
の
が
地
震
前
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
地
震
後
に
は
勝
負
沢
が
崩
れ
て
通
れ
な
く
な
り
、
野
沢
か
ら
南
側

の
束
松
峠
を
越
え
、
気
多
宮
、
塔
寺
、
会
津
坂
下
の
ル
ー
ト
に
変
更
に
な
っ

た
。『
残
齢
記
』
に
描
か
れ
る
経
路
は
、
慶
長
年
間
の
大
地
震
以
後
の
ル
ー

ト
が
記
さ
れ
て
お
り
、
物
語
の
成
立
年
代
は
、
慶
長
年
間
以
後
の
も
の
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。（
地
図
2
「
越
後
街
道
変
遷
図
」
を
参
照
）

義
経
組
の
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
と
、
新
潟
の
出
雲
崎
か
ら
新
発
田
に
出

て
、
東
の
津
川
に
向
け
て
、
会
津
に
入
り
会
津
街
道
の
柳
津
、
会
津
坂
下

か
ら
、
福
島
の
杉
目
行
信
の
館
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
新

潟
県
新
津
か
ら
、
会
津
若
松
を
通
過
し
て
郡
山
に
至
る
磐
越
西
線
に
沿
っ

義経組ルート

地図2�「越後街道変遷図」（会津坂下町史編纂委員会『会津坂下町史』　福島県河沼郡会津坂下町　1974）
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た
コ
ー
ス
で
、
南
東
北
地
方
を
横
断
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
こ

の
コ
ー
ス
を
辿
っ
た
の
か
。
津
川
宿
を
立
っ
た
あ
と
、
会
津
街
道
の
柳
津
、

塔
寺
、
会
津
坂
下
を
通
る
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

津
川
宿
か
ら
野
川
宿
に
か
け
て
は
「
鳥
追
観
音
）
13
（

」（
如
法
寺
）、
柳
津
に
は

「
柳
津
観
音
」（
圓
蔵
寺
）、
会
津
坂
下
の
塔
寺
に
は
「
立
木
観
音
」（
恵
隆
寺
）

が
あ
っ
て
、
こ
の
会
津
街
道
は
観
音
信
仰
と
縁
が
深
い
）
14
（

。
そ
の
こ
と
と
鬼
三

太
の
携
行
品
の
朱
塗
ノ
函
に
「
観
音
ノ
像
」
の
持
仏
が
あ
り
、「
是
ハ
雑
色

鬼
三
太
某
ニ
授
ク
ル
ト
書
タ
リ
」
と
あ
る
。
鬼
三
太
と
観
音
信
仰
の
接
点
を

考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
当
時
の
観
音
信
仰
の
隆
盛
が
、

こ
の
よ
う
な
形
で
物
語
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
は
単
に
憶
測
に
す
ぎ
ず
、
結
論
を
急
ぐ
こ
と
は
し
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
義
経
組
が
会
津
街
道
を
通
っ
て
、

福
島
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
北
国
落
ち
の
際
、
義
経
一
行

が
二
手
に
分
か
れ
、
一
方
が
会
津
街
道
を
渡
る
と
い
う
話
は
『
残
齢
記
』

特
有
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。『
残
齢
記
』
に
こ
の
ル
ー
ト
を
通
ら
せ
る
必

然
を
、
物
語
上
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

会
津
街
道
を
無
事
に
通
り
過
ぎ
た
義
経
組
は
、急
ぎ
「
信
太
郡
杉
目
ノ
舘
」

に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
部
分
を
『
残
齢
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

杉
目
ノ
里
ト
云
ハ
今
ノ
福
嶋
ノ
驛
也
、
行
信
ハ
佐
藤
継
信
カ
一
属
也
、

平
和
泉
ト
杉
目
ノ
間
四
日
路
ナ
レ
ハ
義
経
モ
何
ト
ソ
一
日
路
ホ
ト
ノ

所
ニ
モ
近
ヨ
ラ
ハ
ヤ
ト
思
案
ア
ル
、
殊
ニ
信
夫
庄
司
元
治
ハ
秀
衡
ニ

恨
ミ
有
テ
、
義
経
ニ
モ
ウ
ト
シ
、
是
ハ
先
年
義
経
都
上
リ
ノ
時
、
秀

衡
カ
子
一
人
モ
不
参
、
唯
元
治
カ
子
共
計
ヲ
遣
シ
ケ
ル
叓
ヲ
憤
リ
、

其
上
兄
弟
共
ニ
再
ヒ
古
郷
ヘ
カ
ヘ
ラ
ス
、
又
義
経
ヲ
モ
恨
ミ
マ
ヒ
ラ

セ
シ
ハ
、
金
剛
秀
成
杉
目
行
信
去
年
奥
州
ヘ
下
リ
給
フ
時
、
御
書
ノ

一
通
モ
元
治
ヘ
給
ハ
ラ
ヌ
御
情
ナ
サ
、
継
信
八
嶋
ニ
テ
討
死
セ
ハ
、

其
形
見
ニ
忠
信
一
人
ハ
義
経
ノ
身
ニ
替
テ
モ
連
下
リ
、
信
夫
ノ
庄
司

カ
方
ヘ
密
ニ
入
セ
給
ヘ
ハ
、
元
治
ハ
疾
ニ
臥
ノ
由
ヲ
告
テ
御
馳
走
セ

ス
、
継
信
忠
信
カ
子
共
忍
ヒ
テ
参
リ
通
フ
此
躰
ニ
テ
ハ
叶
フ
ヘ
カ
ラ

ス
ト
議
シ
テ
、
松
嶋
向
ノ
嶺
大
澤
ト
云
所
ニ
常
陸
坊
海
尊
カ
寺
有
リ
、

是
ヘ
尋
問
、
大
蔵
坊
法
印
ヲ
以
テ
御
舘
ニ
告
シ
ム
… 

（『
残
齢
記
』）

平
和
泉
（
平
泉
の
こ
と
）
に
向
か
う
前
に
、
福
島
の
杉
目
ノ
里
に
立
ち
寄

る
理
由
は
、
佐
藤
継
信
・
忠
信
兄
弟
の
父
の
庄
司
元
治
に
会
う
た
め
で
あ
っ

た
。
元
治
は
我
が
子
二
人
と
も
戦
死
し
て
故
郷
に
帰
ら
ぬ
こ
と
で
、
戦
に
一

人
の
子
も
遣
わ
さ
な
い
秀
衡
を
恨
み
、
ま
た
、
義
経
を
も
疎
ん
じ
て
い
た
。

同
郷
の
一
族
の
「
金
剛
秀
成
杉
目
行
信
」
が
奥
州
に
来
た
際
に
も
、
手
紙
一

通
も
く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
義
経
は
、
そ
の
元
治
を
慰
撫
す
る
必
要
の
た

め
、
会
津
ル
ー
ト
で
福
島
に
来
た
。
し
か
し
、
元
治
は
病
を
理
由
に
饗
応
を

拒
否
し
た
よ
う
で
、
仕
方
な
く
「
松
嶋
向
ノ
嶺
大
澤
ト
云
所
ニ
常
陸
坊
海
尊

カ
寺
」
を
訪
れ
た
と
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
部
分
の
文
意
が
曖
昧
で
、
こ
の
解

釈
に
は
自
信
が
な
い
。
前
後
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
元
治
と
秀
衡
・
義
経
と

の
間
に
は
疎
ま
し
い
空
気
が
流
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
察
し
て
い
た
元
治
の
妻
は
、
夫
を
諫
め
て
義
経
の
加
勢
へ
と

動
く
。「
同
廿
六
日
昏
方
、
信
夫
ノ
舘
佐
藤
三
郎
兵
衛
カ
子
霍
若
丸
、
吉
信
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こ
と
に
な
る
。
義
経
を
蝦
夷
地
へ
逃
が
す
た
め
に
設
定
さ
れ
た
人
物
で
あ

る
。
義
経
の
平
泉
脱
出
に
は
、
杉
目
行
信
を
始
め
と
し
た
佐
藤
一
属
の
人

的
支
援
が
物
語
の
底
流
に
潜
ん
で
い
る
。

民
間
の
伝
説
で
は
、
宮
城
県
栗
原
市
金
成
に
杉
目
太
郎
行
信
の
供
養
碑）

17
（

が
あ
る
し
、
同
じ
栗
原
市
栗
駒
沼
倉
に
判
官
森
）
18
（

が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
義
経

の
墓
と
残
さ
れ
る
が
、
実
は
杉
目
行
信
の
胴
体
を
納
め
て
い
る
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
行
信
の
身
代
わ
り
、
義
経
の
蝦
夷
渡
航
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。『
残
齢
記
』
に
お
け
る
行
信
の
行
跡
は
、
地
域
の
伝
説
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
相
前
後
す
る
が
『
残
齢
記
』
で
は
、
元
治
と
親
交
を
深
め

ら
れ
な
か
っ
た
義
経
は
、「
松
嶋
向
ノ
嶺
大
澤
ト
云
所
ニ
常
陸
坊
海
尊
カ
寺

有
リ
」
と
し
て
、
松
島
の
海
尊
を
訪
れ
た
と
あ
る
。
福
島
の
杉
目
の
里
か

ら
奥
州
街
道
を
北
に
行
け
ば
、無
理
な
く
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。『
義
経
記
』

に
よ
る
と
、
海
尊
は
園
城
寺
の
僧
と
い
わ
れ
る
。
角
川
源
義
に
よ
る
と
、

義
経
の
北
国
落
ち
と
園
城
寺
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
義
経
記
』
で
は
あ
か
ら
さ
ま
に
、
園
城
寺
の
義
経
荷
担
を
物
語
っ
て

い
な
い
が
、
熊
野
山
伏
と
深
く
結
ば
れ
て
い
た
園
城
寺
は
、
北
国
落

ち
物
語
を
熊
野
語
り
部
と
と
も
に
管
理
し
て
い
た
。
…
園
城
寺
は
義

経
物
語
の
成
立
期
に
お
い
て
、「
判
官
び
い
き
」
を
主
張
し
た
か
っ
た

が
、
鎌
倉
幕
府
と
深
く
結
ば
れ
て
い
た
政
治
的
な
事
情
は
、
義
経
に

味
方
す
る
と
い
う
態
度
を
あ
か
ら
さ
ま
に
は
な
し
え
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。（
中
略
）「
北
国
落
ち
」
物
語
は
熊
野
語
り
部
の
唱
導
に
か
か

弟
四
郎
兵
衛
カ
子
吉
忠
、
杉
目
ノ
小
三
太
、
兵
三
百
七
十
三
人
ニ
テ
御
味
方

ニ
参
ル
、
是
ハ
彼
等
ガ
祖
母
秀
衡
カ
妹
也
、
元
治
ヲ
諫
テ
御
加
勢
ニ
奉
ル
」

と
あ
る
。
元
治
の
妻
が
秀
衡
の
妹
と
い
う
人
物
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
戦
い

の
大
義
の
た
め
に
、
確
執
を
乗
り
越
え
て
元
治
は
一
族
と
と
も
に
高
館
に
駆

け
つ
け
る
。
し
か
し
、
高
館
の
合
戦
は
義
経
側
が
不
利
で
、
次
の
夜
に
大
蔵

坊
の
進
言
を
受
け
て
義
経
は
、
津
軽
へ
と
逃
亡
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
佐
藤
兄
弟
の
母
を
め
ぐ
る
話
は
、
舞
曲
「
尼
公
物
語
」
に
義
経
が

佐
藤
兄
弟
の
母
を
訪
う
物
語
と
し
て
あ
る
。
成
田
守
に
よ
る
と
「『
奥
羽
永

慶
軍
記
』
と
い
う
軍
記
に
よ
れ
ば
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
九
二
）
に
、

奥
州
の
白
河
付
近
で
座
頭
た
ち
が
、『
尼
公
物
語
』
に
あ
り
、
と
い
う
語
り

も
の
を
語
っ
た）

15
（

」
と
述
べ
る
な
ど
、
東
北
地
方
で
は
人
気
を
得
て
い
た
語

り
物
の
よ
う
で
あ
る
。『
義
経
記
』
の
流
布
本
系
に
も
、「
継
信
兄
弟
御
弔

の
事
」
と
し
て
『
尼
公
物
語
』
と
同
一
の
内
容
の
も
の）

16
（

が
伝
わ
っ
て
い
る
。

奥
浄
瑠
璃
の
『
尼
公
物
語
』
に
も
、
佐
藤
兄
弟
の
子
ら
を
送
り
出
す
尼
公

の
描
写
は
あ
る
が
、
元
治
の
登
場
は
な
い
。

『
残
齢
記
』
が
元
治
と
秀
衡
、
義
経
と
の
確
執
を
説
き
、
平
泉
の
前
に
福

島
の
杉
目
ノ
里
に
立
ち
寄
る
の
は
、
元
治
を
高
館
合
戦
へ
と
導
く
伏
線
と

し
て
、
ド
ラ
マ
性
を
高
め
る
た
め
の
展
開
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
加
え
て
言
え
ば
、
杉
目
行
信
の
義
経
身
代
り
の
問
題
が
あ
る
。

『
義
経
記
』
等
に
は
登
場
し
な
い
杉
目
行
信
は
、『
残
齢
記
』
で
は
「
佐
藤

継
信
ノ
一
族
」「
杉
目
カ
義
経
の
俤
ニ
似
ル
」
と
あ
っ
て
、
佐
藤
兄
弟
と
は

縁
が
あ
り
、
義
経
に
風
貌
が
よ
く
似
て
い
る
人
物
と
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、

『
残
齢
記
』
の
後
半
に
お
い
て
行
信
は
義
経
の
身
代
り
と
な
っ
て
自
害
す
る
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る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
盲
目
の
琵
琶
法
師
の
弦
に
の
せ
ら
れ
て
い

た
か
ら
に
は
、
園
城
寺
の
修
験
者
に
は
、
こ
の
物
語
は
無
縁
で
は
な

か
っ
た
。
北
陸
道
の
修
験
道
場
に
支
配
的
勢
力
を
も
つ
園
城
寺
は
、

熊
野
と
結
ば
れ
た
山
伏
文
芸
と
し
て
義
経
物
語
を
支
持
し
て
い
た
の

で
あ
る
。（
角
川
源
義
「
京
都
脱
出
」『
源
義
経
）
19
（

』）

義
経
の
北
国
落
ち
の
物
語
は
、
山
伏
を
は
じ
め
座
頭
集
団
な
ど
に
よ
っ
て

語
ら
れ
た
と
い
う
の
は
通
説
で
あ
る
。
松
島
の
海
尊
を
訪
ね
る
件
に
は
、
こ

う
し
た
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
挿
入
文
を
み
る
と
、
ど
う

し
て
も
こ
れ
を
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。『
残
齢
記
』
で
は
、
海
尊
は
北
国
落
ち
に
同
行
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ

に
海
尊
を
参
入
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
奥
羽
の
地
に
は
常
陸
坊
海
尊
の

伝
説
が
、
あ
ち
こ
ち
に
残
さ
れ
て
い
る
。
義
経
一
行
を
物
語
や
伝
説
と
し
て

受
け
入
れ
る
土
壌
に
は
、
座
頭
や
修
験
の
活
動
が
あ
る
こ
と
は
広
く
言
わ
れ

て
き
た
。『
残
齢
記
』
も
そ
う
し
た
一
環
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
は
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
と
い
う
旧
仙
台
・
盛
岡
藩
で
書
承
さ
れ
て

き
た
義
経
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
取
り
上
げ
、こ
れ
と
類
似
し
た
内
容
の
『
清

悦
物
語
』
と
比
較
対
照
し
、
そ
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
作
品
の

特
徴
や
独
自
性
を
追
究
し
た
。
続
い
て
都
を
逃
れ
て
平
泉
に
向
か
う
義
経

一
行
の
「
北
国
落
」
の
ル
ー
ト
に
注
目
し
た
。

『
義
経
記
』
や
舞
曲
な
ど
に
見
ら
れ
る
北
国
落
ち
と
は
違
い
、
二
手
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
コ
ー
ス
を
歩
む
。
同
行
す
る
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
行
程

の
う
ち
、
義
経
を
頭
と
す
る
血
縁
関
係
の
近
い
メ
ン
バ
ー
は
舟
で
琵
琶
湖

を
渡
ら
ず
、
湖
西
の
朽
木
街
道
を
通
り
、
気
比
大
明
神
に
立
ち
寄
り
、
そ

の
後
舟
で
越
後
の
出
雲
崎
へ
、
さ
ら
に
北
上
し
内
陸
部
の
津
川
を
通
り
、

柳
津
、
会
津
坂
下
か
ら
福
島
の
杉
目
の
里
へ
と
到
着
す
る
。
し
か
し
、
立

ち
寄
る
目
的
で
あ
る
佐
藤
継
信
・
忠
信
兄
弟
の
父
の
佐
藤
元
治
の
饗
応
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
こ
か
ら
常
陸
坊
海
尊
の
い
る
松
島
へ
と
向
か
う
。

こ
の
会
津
街
道
を
経
由
す
る
福
島
杉
目
へ
の
ル
ー
ト
を
な
ぜ
選
定
し
た

の
か
、
こ
れ
が
物
語
上
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
会
津
街
道
の
観
音
巡
礼
に
も
似
た
コ
ー
ス
は
、
慶
長
十
六
年

（
一
六
一
一
）
の
大
地
震
に
よ
り
旧
街
道
が
通
行
不
可
と
な
り
、「
虚
空
蔵

尊
の
舞
台
」
が
崩
壊
し
た
柳
津
や
、「
塔
寺
観
音
堂
」（
立
木
観
音
の
こ
と
）

が
倒
れ
た
坂
下
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
コ
ー
ス
に
は
「
会
津
」
を
強

く
打
ち
出
し
た
い
と
い
う
語
り
手
の
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
海
尊
の
い
る
松
島
の
寺
に
よ
る
な
ど
、
熊
野
系
集
団
と
の
関
係
を

想
像
さ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
詳
し
く
は
触
れ
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
杉
目
の
里
お
よ
び
佐
藤
元
治
に
注
目
す
る
。
こ
の
同
郷
の
二

人
、
す
な
わ
ち
杉
目
行
信
と
佐
藤
元
治
は
、
こ
の
あ
と
の
高
館
合
戦
で
重
要

な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
伏
線
を
含
め
て
の
ル
ー
ト
の
設
定
と
考

え
た
い
。
と
い
う
の
は
、
杉
目
は
義
経
の
身
替
り
と
な
っ
て
自
害
し
、
ま
た
、

息
子
兄
弟
の
死
に
よ
り
秀
衡
、
義
経
と
一
時
確
執
疎
遠
に
あ
っ
た
佐
藤
元
治

は
、
私
情
を
捨
て
大
義
に
従
い
義
経
勢
に
加
勢
し
、
奮
迅
の
戦
い
の
末
に
討
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ち
死
に
す
る
。
こ
の
背
景
に
は
元
治
の
妻
す
な
わ
ち
秀
衡
の
妹
の
「
尼
公
」

が
い
る
。
血
縁
関
係
の
濃
い
人
物
設
定
が
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
に
通
底
し
て

い
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
平
泉
と
い
う
地
域
の
精
神
性
の
問
題
へ
と
繋
が
っ
て

い
く
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
平
泉
の
地
域
性
の
問
題
に

つ
い
て
、
深
く
追
究
で
き
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
追
究
し
た
い
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
は
、
第
四
三
回
日
本
口
承
文
芸
学
大
会
で
の
報
告
を
も
と
に
執

筆
し
て
い
る
。
福
田
晃
先
生
、
小
池
淳
一
先
生
、
佐
藤
優
先
生
を
は
じ
め

と
す
る
会
員
の
先
生
方
、
新
潟
県
胎
内
市
の
乙
宝
寺
の
小
川
義
隆
様
、
ま

た
指
導
教
授
の
花
部
英
雄
先
生
に
は
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
助
言
を
頂

い
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

注（
1
） 

柳
田
國
男
「
東
北
文
学
の
研
究
」『
雪
国
の
春
』『
柳
田
國
男
全
集　

三

巻
』
一
九
九
七　

筑
摩
書
房

（
2
） 

前
掲
柳
田
全
集
に
よ
る
。

（
3
） 

田
中
宣
一
「
第
五
章
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
へ
の
関
心
」『
柳
田
国
男
・
伝

承
の
「
発
見
」』
二
〇
一
七　

岩
田
書
院
は
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所

編
『
諸
国
叢
書
』（
第
一
一
輯
、
一
九
九
四
）
の
「
解
題
」
の
全
文
を
掲

載
し
て
い
る
。『
諸
国
叢
書
』
と
表
現
が
一
部
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
、
最
新
の
『
柳
田
国
男
・
伝
承
の
「
発
見
」』
の
本
文
を
引
用
し
た
。

（
4
） 

須
田
学
「『
鬼
三
太
残
齢
記
』
解
題
・
翻
刻
」『
日
本
文
学
論
集
』
第

二
八
号　

二
〇
〇
四　

大
東
文
化
大
学
大
学
院　

（
5
） 

拙
稿
「
研
究
ノ
ー
ト
『
清
悦
物
語
』
に
お
け
る
高
館
合
戦
の
津
波
表
現

―
（
付
）『
清
悦
物
語
』
翻
刻
」『
共
立
レ
ビ
ュ
ー
』
四
一
巻　

二
〇
一
三　

共
立
女
子
大
学　

四
三
〜
六
八
頁　

（
6
） 

拙
稿
「『
清
悦
物
語
』
に
み
る
語
り
手
の
背
景
―
「
仙
北
次
郎
物
語
」

に
お
け
る
秋
田
城
之
助
の
問
題
」『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
（
文
学

研
究
科
）』
四
九
号　

二
〇
一
八　

一
六
九
〜
一
八
六
頁　

（
7
） 

留
守
一
族
の
写
本
と
い
わ
れ
る
『
陸
奥
風
土
記
』
に
も
、「
二
手
に
分
か

れ
る
」
場
面
が
記
さ
れ
る
が
、
通
例
の
展
開
で
は
な
い
。
ま
た
、
二
手
に

は
分
か
れ
な
い
が
、
弁
慶
を
含
ん
だ
義
経
一
行
が
会
津
を
通
っ
た
と
い
う

伝
説
に
は
「
八
二　

樋
渡
に
来
た
源
義
経
」
井
関
敬
嗣
『
会
津
坂
下
町
の

伝
説
と
史
話
』
一
九
七
三　

浪
花
屋
書
店
、
皆
鶴
姫
の
伝
説
と
関
わ
ら
せ

て
坂
下
町
の
「
鏡
が
池
」
や
「
亀
井
六
郎
の
死
と
そ
の
笈
」
会
津
民
俗
研

究
会
﹇
編
﹈『
会
津
の
伝
説
』
一
九
七
三　
浪
花
屋
書
店
な
ど
が
あ
る
。

（
8
） 「
熊
井
太
郎
」
は
、
熊
井
太
郎
忠
元
と
い
っ
て
、
平
家
諸
本
、『
義
経
記
』

『
源
平
盛
衰
記
』
に
名
が
見
ら
れ
る
。
土
佐
掾
と
呼
ば
れ
た
古
浄
瑠
璃

の
名
手
山
本
角
太
夫
（
一
七
〇
〇
年
没
）
の
代
表
作
、
古
浄
瑠
璃
『
く

ま
ゐ
太
郎
』（『
熊
井
太
郎
孝
行
之
巻
』）
に
、「
熊
井
太
郎
左
衛
門
友
治
」

と
喜
三
太
は
、
共
に
「
ゆ
う
け
ん
の
子
」
で
兄
弟
と
し
て
描
か
れ
る
。

（
9
） 

「『
源
平
盛
衰
記
』
に
備
前
平
四
郎
を
載
せ
た
り
。
備
前
平
四
郎
房
成
は
堀

川
大
納
言
道
具
の
家
士
備
前
守
兼
房
の
子
也
。
義
経
幼
時
、
長
州
の
士
原

本
武
道
入
道
に
苦
し
め
ら
る
ゝ
際
、
之
を
救
ひ
、
後
義
経
に
従
ふ
と
云
ふ
。」

と
、『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
、
兼
房
が
備
前
平
四
郎
の
父
と
な
っ
て
い
る
。

（
10
） 

天
平
八
年
（
七
三
六
）
行
基
及
び
天
竺
国
菩
薩
僧
正
の
開
基
と
伝
え
ら

れ
る
古
刹
で
、『
乙
宝
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
に

仏
舎
利
奇
瑞
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
仏
舎
利
は
、
一
度
伊
達
氏
に
奪
わ

れ
た
が
、
奥
山
庄
中
条
地
頭
中
条
房
資
ら
が
応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）

に
回
収
し
て
寺
に
寄
進
し
た
と
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
の
記
録
に
み
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え
る
と
い
う
。
ま
た
、『
越
後
野
志
』
に
、
一
一
九
二
年
、
源
頼
朝
よ
り
、

乙
宝
寺
に
寺
領
の
寄
進
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 
現
住
職
の
小
川
義
隆
氏
に
よ
る
と
、「
弁
慶
の
書
写
と
い
わ
れ
る
写
経
」

が
什
物
の
中
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
由
緒
は
不
明
だ
が
、
修
験
と
の
関
わ

り
は
否
定
で
き
な
い
事
例
で
あ
る
。（
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
二
日
調
査
）

（
12
） 

前
掲
留
守
氏
の
『
陸
奥
風
土
記
』
で
は
、
津
川
、
柳
津
、
亀
割
山
と
い
う

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
亀
割
山
は
『
義
経
記
』
で
な
じ
み
深
い
が
、
こ

の
ル
ー
ト
上
に
亀
割
山
を
も
っ
て
く
る
の
は
、
距
離
的
な
問
題
が
残
る
。

（
13
） 

会
津
民
俗
研
究
会
﹇
編
﹈「
如
法
寺
の
鳥
追
観
音
」（
西
会
津
町
）『
会

津
の
伝
説
』
一
九
七
三　

浪
花
屋
書
店
に
、
空
海
が
阿
賀
野
川
の
ほ
と

り
の
淵
に
さ
し
か
か
っ
た
際
に
、
観
音
と
合
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

（
14
） 

会
津
観
音
巡
礼
に
入
る
。
会
津
高
田
町
に
も
「
浮
身
観
音
堂
」
と
い
う
の

が
あ
っ
て
天
海
の
開
山
で
著
名
で
あ
る
。
南
光
坊
天
海
は
、
江
戸
初
期
の

朝
廷
・
宗
教
政
策
に
深
く
関
与
し
、
後
に
寛
永
寺
の
開
山
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
る
。
こ
の
会
津
街
道
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
背
景
を
も
伺
わ
せ
る
。

（
15
） 「
解
説
」
梶
原
正
昭
﹇
校
注
﹈『
義
経
記　

新
編
日
本
文
学
全
集
六
二
』

二
〇
〇
〇　

小
学
館　

（
16
） 

前
掲
『
義
経
記
』「
解
説
」
に
よ
る
。

（
17
） 

津
久
毛
地
域
に
、「
身
替
杉
目
太
郎
行
信
碑
」
が
現
存
す
る
。
杉
目
行
信

は
「
磐
城
杉
妻
城
主
」
で
あ
っ
た
が
、
義
経
の
身
代
り
に
な
っ
た
と
い
う
。

石
碑
に
は
「
源
祖
義
経
神
霊
身
替
杉
目
太
郎
行
信
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
18
） 

佐
竹
馨
「
源
義
経
の
墓
」
成
田
正
毅
﹇
編
﹈『
郷
土
の
傳
承
』
第
三
輯　

宮
城
縣
教
育
會　

出
版
年
不
明
に
は
、
栗
駒
の
小
学
校
の
後
方
二
百

メ
ー
ト
ル
に
、
判
官
森
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
五
輪
の
塔
と
古
碑
と
あ
」

り
、
古
碑
に
は
「
大
願
成
就　

上
拝
源
九
郎
官
者
義
経
公　

文
治
五
年

閏
四
月
廿
八
日
」
と
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
判
官
森
付
近
の
田
園
に
二
本

の
「
義
経
鞭
櫻
」
が
あ
り
、「
古
人
の
詠
め
る　

武
士
の
手
に
取
り
な

れ
し
鞭
櫻　

さ
し
た
る
ま
ゝ
の
若
さ
な
り
け
り
」
と
伝
わ
る
。
そ
の
ほ

か
、「
貴
船
社
」「
白
旗
社
」、
そ
し
て
「
御
前
水
」
が
義
経
の
縁
の
伝

説
で
あ
る
。『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
に
よ
る
と
、
沼
倉
小
次
郎
高
次
と

い
う
者
が
義
経
の
自
害
後
、
こ
の
地
に
葬
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
そ
れ
が

転
じ
て
、
杉
目
行
信
の
伝
説
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
19
） 

角
川
源
義
「
京
都
脱
出
」『
源
義
経
』
二
〇
〇
五　

講
談
社　

参
考
文
献

麻
原
美
子
・
北
原
保
雄
﹇
校
注
﹈『
舞
の
本
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
九
）

一
九
九
四　

岩
波
書
店

市
子
貞
次
﹇
校
注
﹈『
平
家
物
語
②
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
六
）

一
九
九
四　

小
学
館

岩
手
県
立
図
書
館
『
陸
奥
風
土
記
』（
岩
手
史
叢　

第
十
巻
）
一
九
八
三　

岩

手
県
文
化
財
愛
護
協
会　

岩
渕
実
『
義
経
伝
説
物
語
』
二
〇
〇
六　

新
風
舎

太
田
孝
太
郎
『
南
部
叢
書
』
一
九
二
八　

南
部
図
書
刊
行
会

海
音
寺
潮
五
郎
﹇
ほ
か
﹈『
義
経
』（
書
物
の
王
国
⑳
）
二
〇
〇
〇　
図
書
刊
行
会

梶
原
正
昭
﹇
校
注
﹈『
義
経
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
六
二
）
二
〇
〇
〇　

小
学
館

福
田
晃
・
真
鍋
昌
弘
﹇
編
﹈『
幸
若
舞
曲
研
究　

第
八
巻
』
一
九
九
四　

三
弥

井
書
店

 

（
み
た
・
か
な
／
國
學
院
大
學
大
学
院
博
士
課
程
）
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資
料　
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
と
『
清
悦
物
語
』
の
対
照
表　
　
　

＊
た
だ
し
、『
清
悦
物
語
』
は
『
南
部
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
る
本
文
に
基
づ
く

 

作
品
名

  
内
容

『
鬼
三
太
残
齢
記
』

『
清
悦
物
語
』

備
考

1
主
人
公

・
鷹
眼
虎
質
ノ
老
翁

・
無
名
翁

・
清
悦
と
称
し
、
氣
散
と
も
名
乗
る
＝
鬼
三
太

・
鬼
一
法
眼
の
兵
法
の
伝
授
、「
鬼
」
の
由
来

・
清
悦

『
東
藩
野
乗
』「
白
石
翁
傳
」

『
義
経
記
』
巻
二

「
義
経
鬼
一
法
眼
が
所
へ
御
出
の
事

2
聞
き
手

小
野
太
右
衛
門

小
野
太
左
衛
門

3
携
行
品

朱
塗
ノ
函

・
鬼
一
法
眼
の
軍
法

・
伊
豫
守
義
経
出
芳
野
山
記
（
吉
野
記
）

・
鞍
馬
別
当
東
光
坊
の
阿
闍
梨
の
状
（
書
幹
）

・
護
身
法
の
次
第

・
観
音
像　

…
（「
是
ハ
雑
色
鬼
三
太
ヘ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）

赤
漆
の
函

・
義
経
御
直
筆

伝
説　

源
義
経
の
筆
跡
と
自
著

（『
会
津
鑑
』・
感
神
院
『
金
剛
峯
寺
文
書
』
等
）

4
長
寿
の
理
由

文
治
四
年
夏
、
鬼
三
太
、
洛
陽
の
伽
衆
二
人

　
　
　
　
　
　

…
釣
り
を
し
に
衣
川
へ

鬼
三
太
と
友
達
の
娘
の
み
、
感
人
魚
を
食
す

　
　
　
　
　
　

…
長
寿

　
　
　
　
　
　
（
十
二
人
の
妻
を
も
っ
た
）

義
経
が
高
館
の
御
所
に
い
た
時
期
の
六

月
上
旬　

清
悦
と
御
供
二
人

　
　
　
　
　

…
釣
り
を
し
に
衣
川
へ

清
悦
と
御
供
の
一
人
の
、
家
中
の
娘
の

み
、
ニ
ン
カ
ン
を
食
す

　
　
　
　
　

…
長
寿

八
百
比
丘
尼
伝
説

5
屋
島
の
戦
い
・
梶
原
景
時
と
源
義
経
の
逆
艪
の
争
い

義
経
を
「
猪
の
し
し
武
者
」
と
た
と
え
た
梶
原
を
批
判
し
て
い
る

「
梶
原
ナ
ン
ト
ノ
身
ト
シ
テ
判
宦
ヲ
猪
狗
ニ
喩
フ
叓
ハ
似
合
ヌ
也
」

な
し

『
平
家
物
語
』
巻
十
一

「
逆
艪
」
〜
「
嗣
信
最
期
」

6
鞍
馬
出

奥
州
下
り

頼
朝
挙
兵

・
東
奥
六
郡
ノ
主
、
陸
羽
両
国
将
軍
藤
原
氏
秀
郷
の
後
裔
で
あ
る
秀
衡
が
義
経
を
保

護
し
た
理
由

・
金
売
吉
次
の
こ
と
、
僧
正
カ
谷
の
異
人
と
剣
術
の
こ
と
、
堀
河
御
所
の
こ
と

・
頼
朝
の
挙
兵
の
際
、
秀
衡
は
義
経
の
御
供
に
佐
藤
継
信
・
忠
信
、
金
剛
秀
成
、
杉

目
行
信
を
従
わ
せ
た
こ
と

な
し

『
義
経
記
』

巻
一
「
牛
若
貴
船
詣
の
事
」

「
吉
次
が
奥
州
物
語
の
事
」

「
遮
那
王
殿
鞍
馬
出
の
事
」

巻
三
「
頼
朝
謀
反
に
よ
り
義
経
奥
州
よ
り
出
で

給
ふ
事
」

7
北
国
落
ち

・
文
治
三
年
二
月
十
八
日

南
都
大
路
宇
治
山
〜
信
楽
〜
関
津
〜
石
山
寺
の
奥
〜
黒
津
の
里
並

母
常
盤
と
縁
の
あ
る
村
長
時
春
に
世
話
に
な
る

・
奥
州
下
り
…
義
経
主
従
三
十
五
人　

義
経
組
と
弁
慶
組
に
二
手
に
分
か
れ
る

・
佐
藤
兄
弟
の
親
元
治
は
、
秀
衡
・
義
経
を
恨
む

・
松
嶋
向
ノ
嶺
大
澤
ト
云
所
ニ
常
陸
坊
海
尊
カ
寺
有
リ

な
し

『
義
経
記
』
巻
七

「
判
官
北
国
落
の
事
」
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8
高
館
合
戦

①
・
秀
衡
の
遺
言
（
起
請
文
）

・
弁
慶
の
悪
行

・
和
泉
ヶ
城
の
戦
い

花
真
木
幸
丸
・
瀧
津
の
登
場

小
野
寺
清
三
郎
・
北
上
忠
八
の
登
場

・
國
衡
の
家
来
高
城
源
太
（
忠
衡
の
烏
帽
子
子
）
の
登
場

・
石
橋
清
成
（
蓮
實
坊
）
の
登
場

・
和
泉
夫
妻
の
最
期

・
秀
衡
の
遺
言
（
起
請
文
）

・
弁
慶
の
悪
行

・
和
泉
ヶ
城
の
戦
い

・
和
泉
夫
妻
の
最
期

幸
若
舞
『
和
泉
か
城
』

『
義
経
記
』
巻
八

「
秀
衡
が
子
共
判
官
殿
に
謀
反
の
事
」

②
・
文
治
五
年
閏
四
月

藤
代
庄
司
鈴
木
三
郎
重
家
一
族
…
平
泉
大
蔵
坊
乗
俊
坊
に
宿
泊
。

・
義
経
の
北
国
落
に
同
行
で
き
な
か
っ
た
鈴
木
の
事
情

（
切
目
王
子
の
神
官
千
里
海
麿
が
幼
少
の
た
め
、
田
邊
古
一
を
後
見
に
し
た
。
藤
代

は
鈴
木
入
道
宥
斎
に
預
け
、
如
月
は
藤
代
を
立
て
よ
う
と
し
た
。
比
叡
山
に
残
っ

て
、
天
台
座
主
尊
快
親
王
の
坊
官
治
部
法
橋
が
松
嶋
に
下
る
の
で
同
行
す
る
）

・
大
蔵
坊
宅
に
て
、
弟
亀
井
六
郎
と
対
面

・
文
治
四
年
閏
四
月

鈴
木
三
郎
重
家
、
紀
州
よ
り
平
泉
へ

・
大
蔵
坊
宿
所
に
着
。
弟
亀
井
六
郎
と

対
面

幸
若
舞
『
よ
し
つ
ね
高
館
』（『
高
館
』）

『
義
経
記
』
巻
八

「
鈴
木
三
郎
重
家
高
館
へ
参
る
事
」

③
・
秀
衡
の
妹
、
佐
藤
元
治
の
妻

継
信
の
子
鶴
若
丸
、
吉
信
の
子
吉
忠
、
杉
目
ノ
小
三
太
、
そ
の
他
を
義
経
の
味
方

に
と
元
治
を
説
得

・
佐
藤
家
訪
問
、
信
夫
の
佐
藤
三
郎
兵

工
が
子　

鶴
若
丸
（
佐
藤
義
信
）、
弟

四
郎
兵
工
が
子　

佐
藤
義
忠
が
参
戦

奥
浄
瑠
璃
『
尼
公
物
語
』

④
大
蛇
の
出
現
、
洪
水

・
三
つ
の
災
い
に
よ
る
祟
り

㊀
秀
衡
が
亡
く
な
っ
て
、
百
日
も
た
た
ぬ
う
ち
に
、
合
戦
が
起
き
た
。
当
月
始
め
、

利
府
に
て
神
職
の
者
を
殺
し
た
。（
塩
釡
明
神
）

㊁
大
蔵
坊
乗
俊
大
峯
入
り
の
と
き
、
照
井
と
境
目
を
奪
い
取
っ
た
。（
金
剛
童
子
）

㊂
松
嶋
円
福
寺
の
悪
僧
追
放
の
と
き
、
紫
明
神
御
神
領
ま
で
没
収
し
た
。（
神
明
）

大
蛇
の
出
現
、
二
度
の
津
波

⑤
・
義
経
の
身
代
り
は
杉
目
行
信

・
義
経
は
大
蔵
坊
を
先
達
と
し
て
、
蝦
夷
が
千
嶋
へ
。
御
供
に
信
夫
小
藤
次
、
熊
井

太
郎
、
備
前
平
四
郎
、
伊
勢
三
郎
、
越
後
法
印
、
大
宮
平
八
、
浩
然
坊
の
七
人

・
高
館
に
弁
慶
、
常
陸
坊
、
鈴
木
三
郎
、
亀
井
六
郎
、
駿
河
次
郎
、
篠
野
源
蔵
、
足

立
平
太
、
杉
目
行
信
、
坂
田
八
郎
、
鬼
三
太
が
残
る

・
兼
房
が
行
信
の
介
錯　

…
首
は
錦
の
袋
へ
。

・
鬼
三
太
は
舘
に
火
を
か
け
る

・
義
経
は
妻
子
を
殺
し
、
自
害

・
兼
房
が
義
経
の
介
錯　
　

…
自
身
の
腹
を
か
き
切
り
、
そ
の
腹
中

に
義
経
の
首
を
い
れ
る

・
常
陸
坊
と
清
悦
、
近
習
二
人
が
舘
に

火
を
か
け
る

幸
若
舞
『
高
館
』『
含
状
』

謡
曲
『
野
口
判
官
』

『
義
経
記
』
巻
八
「
衣
川
合
戦
の
事
」

「
御
自
害
の
事
」「
兼
房
が
最
期
の
事
」

『
源
平
盛
衰
記
』
巻
四
六
「
義
経
始
終
有
様
」

『
通
俗
義
経
蝦
夷
軍
談
』『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』

『
金
史
別
本
』　

雑
記
小
説
の
類
（
高
館
の
一
條
）

9
後
日
談

常
陸
坊
と

清
悦

・
鬼
三
太
・
常
陸
坊
は
生
き
残
る

〇
常
陸
坊　

…
建
仁
寺
の
栄
西
に
法
を
学
び
、
会
津
の
実
相
寺
の
住
寺
と
な
る　

…
白
河
の
妙
雲
寺
へ

〇
鬼
三
太　

…
清
悦
と
名
乗
り
、
平
泉
周
辺
に
居
て
最
上
あ
た
り
ま
で
往
来　

仙
台
の
地
に
入
る
こ
と
は
な
く
、
無
無
禅
納
を
長
年
の
友
と
し
た

…　

松
嶋
の
法
身
和
尚
の
弟
子
、
又
福
仙
と
い
う
者　

…
会
津
の
人
は
彼
を
鬼
三

太
と
言
っ
た

↓
海
尊
は
禅
の
立
派
な
僧
に
な
っ
た
（
＝
残
夢
）

・
清
悦
は
、
今
の
世
は
耻
を
耻
と
思
わ
ぬ
人
が
多
い
。
四
百
年
の
耻
を
忘
れ
な
い
の

は
誠
に
良
い
僧
で
あ
る
と
常
陸
坊
を
評
し
た

・
清
悦
と
常
陸
坊
は
生
き
残
る

・
常
陸
坊
は
仙
北
に
て
死
去

・
清
悦
と
常
陸
坊
は
寛
永
七
年
に
死
去

10
仙
北
次
郎

な
し

・
頼
朝
に
よ
る
梶
原
景
時
の
処
罰
、
畠

山
重
忠
と
の
問
答

・
秋
田
城
ノ
助
の
行
く
末

『
吾
妻
鏡
』

羽
賀
寺
文
書
等


